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  25年前と現在。働く女性の意識はどのように変化したか。  

ベルメゾン生活スタイル研究所から、「働く女性白書 2004」発行のお知らせ 
 

 株式会社千趣会（本社 大阪市、社長 行待 裕弘）が運営する「ベルメゾン生活スタイル研究所」は、
25年前と現在の働く女性の意識の変化をまとめた調査レポート「働く女性白書 2004」をこのたび発行
いたしましたのでお知らせいたします。   

 
「働く女性白書 2004」は、当研究所が今年の 3月に東京・大阪の働く女性約 2100名を対象に行った
意識調査の結果をまとめたものです。この調査では、当社が 1979年に実施、1980年に発表した「1980 
新ＯＬ白書」とほぼ同一の質問項目で実施することで、25年前と現在の働く女性の意識の変化を比較す
ることを試みました。 
 
 その結果、例えば、「同僚ＯＬとはあなたにとってなんですか？」という質問に対して、25年前は約
半数の女性が“会社での同僚であると共に人生のよき友達である”と答えていたのに対して、今年の調

査では“仕事を上手く進めるためのパートナーである”“たまたま同じ会社にいる他人である”という

回答が増えました。また職場での一番の関心事も“仕事の内容”や“会社の経営や将来のこと”と答え

る人が増えるなど、職場での意識も大きく変わりました。 
 
「働く女性白書 2004」では、このほかにも 50以上の質問結果を、「仕事」「職場」「男女格差」「結婚」
「これから」の 5テーマに分けて 25年前と比較。女性たちの選択肢が拡がり生き方が多様化した中で、
自分の価値観を大切にして生きる現在の働く女性たちの姿が見えてきました。 
 
 
◎「働く女性白書 2004」 
発行：ベルメゾン生活スタイル研究所 
判型：Ａ4 
頁数：68頁  

 
◎本件に対する問い合わせ及び｢働く女性白書 2004｣ご希望（無料）の方は 
株式会社 千趣会  ベルメゾン生活スタイル研究所  坂本 典子 
〒530-0035大阪市北区同心 1-6-23 
  ＴＥＬ 06-6881-3043  ＦＡＸ 06-6352-9286  Ｅ-mail  n-sakamoto@senshukai.co.jp 
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